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深
草
ト
レ
イ
ル
大
岩
山
展
望
所

コ
ー
ス
の
案
内
看

板
を
京
阪
藤
森
駅

前
・
深
草
総
合
庁

舎
前
な
ど
3
箇
所

に
設
置
し
ま
し
た
。

看
板
の
イ
ラ
ス
ト

は
京
都
市
立
伏
見

工
業
高
等
学
校
工

　

5
月
12
日
、
19
日
の
2
日
間
に

わ
た
っ
て
、
伏
見
区
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
横
大
路
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
試
合
白
熱
し
た
手
に
汗
握
る

好
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

学
探
究
コ
ー
ス
2
年
生
の
上
垣
清

美
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
コ
ー
ス

上
の
名
所
や
観
察
す
る
こ
と
の
で

き
る
動
植
物
な
ど
が
色
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

既
に
設
置
し
て
い
た
自
然
探
索

コ
ー
ス
・
歴
史
探
訪
コ
ー
ス
の
案

内
看
板
と
共
に
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
家
族
・
友
人
の
皆

様
も
お
誘
い
の
う

え
、
ぜ
ひ
散
策
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
地
域
力
推
進

室
ま
ち
づ
く
り
推
進

担
当
（
◯深
☎
642
・
３

２
０
３
）

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
一
般
】 

優　

勝　

桃
山
東

準
優
勝　

砂
川

第
3
位　

横
大
路
、
納
所

※
桃
山
東
チ
ー
ム
は
２
連
覇

【
男
子
壮
年
】 

優　

勝　

桃
山
南

準
優
勝　

納
所

第
3
位　

桃
山
東
、
池
田
東

　

優
勝
し
た
桃
山
東
チ
ー
ム
・
桃

山
南
チ
ー
ム
は
、
7
月
28
日（
日
）

開
催
の
京
都
市
大
会
に
伏
見
区
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

な
お
、
桃
山
東
チ
ー
ム
は
、
同

大
会
2
連
覇
を
目
指
し
ま
す
。

Ａ　
病
気
に
か
か
っ
た
り
、

災
害
に
あ
っ
た
り
し
て
多

額
の
出
費
を
要
し
た
場
合
な
ど
、

特
別
の
事
情
に
よ
り
税
金
の
納
付

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

ご
本
人
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
原

則
１
年
以
内
の
期
間
で
分
割
納
付

す
る
な
ど
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
、
納
税

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
納
税
課
（
◯伏
☎
611
・
１
７

３
７
◯深
☎
642
・
３
４
２
７
◯醍
☎

571
・
６
３
１
８
）

Ｑ　
家
族
が
病
気
で

思
い
が
け
な
い
出

費
が
あ
り
、
市
税
を
納
期

ま
で
に
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
か
。

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
―
納
税
の
猶
予
―

激
戦
！

区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

深
草
ト
レ
イ
ル 

大
岩
山
展

望
所
コ
ー
ス
の
案
内
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
！

を
直
撃
し
、
大
け
が
を
し
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

処
分
の
方
法
及
び
問
合
せ

　

消
防
署
へ
「
古
い
消
火
器
の
処

分
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
製
造
年
を
尋
ね
る
と
、
昭
和

50
年
代
に
製
造
さ
れ
た
と
い
う
古

い
物
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

消
火
器
は
、
一
般
的
な
収
集
ご

み
と
し
て
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　

不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
日

本
消
火
器
工
業
会
が
委
託
す
る
特

定
窓
口
や
同
会
が
指
定
す
る
指
定

引
取
場
所
で
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン

タ
ー
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。安

心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

　

や
は
り
火
災
を
出
さ
な
い
こ
と

が
一
番
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
消
火
器

を
組
み
合
わ
せ
、「
火
災
を
出
さ

な
い
、
万
一
で
も
早
期
に
発
見
、

素
早
く
消
火
」
で
安
心
安
全
な
暮

ら
し
を
！

頼
り
に
な
る
消
火
器

個
人
48
名

※（ 

）内
は
学
区

山
本
道
子 

（
稲
荷
）

辻
厚
子 

（
稲
荷
）

安
井
保 

（
稲
荷
）

宮
永
晴
治 

（
稲
荷
）

西
村
健 

（
稲
荷
）

中
嶋
俊
江 

（
砂
川
）

福
井
き
り
ゑ 

（
砂
川
）

松
原
輝
和 

（
砂
川
）

深
抦
俊
子 

（
深
草
）

杉
江
登
志
子 

（
深
草
）

髙
村
ひ
さ
子 
（
藤
森
）

太
田
彰
雄 
（
藤
城
）

塩
見
隆
己 

（
藤
城
）

松
本
正
一 

（
住
吉
）

長
嶋
敬
三 

（
板
橋
）

小
山
安
三 

（
板
橋
）

加
藤
茂
男 

（
南
浜
）

木
下
美
智
子 （
下
鳥
羽
）

土
成
雅
一 

（
横
大
路
）

細
野
妙
子 

（
横
大
路
）

園
田
治 

（
向
島
）

堀
啓
藏 

（
向
島
）

市
村
輝
代 

（
向
島
）

坂
谷
光
子 

（
向
島
）

辻
孝
治 

（
向
島
）

飛
田
佳
子 

（
向
島
）

黒
川
日
出
子 （
向
島
南
）も

の
で
、
醍
醐
地
域
で
の
青
少
年

に
よ
る
非
行
事
案
を
防
止
し
、
青

少
年
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
を

整
備
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
規
約
の
制
定
の

後
、
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
相
互
の
情
報
共
有

に
よ
り
、
連
携
し
て
安
心
安
全
な

地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

ま
す
。

Ｑ 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ 

概
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
を
訪
問
し
た

り
電
話
を
か
け
た
り
し
て
お
元

気
か
ど
う
か
確
認
し
た
り
、
お

話
し
相
手
を
し
た
り
と
い
う
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

ど
の
く
ら
い
の
数
の
高
齢
者
の

方
を
担
当
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？

Ａ 

学
区
ご
と
の
状
況
で
異
な
り
ま

す
が
、
老
人
福
祉
員
1
名
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

50
〜
60
人
程
度
を
担
当
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

Ｑ 

具
合
の
悪
い
と
き
に
は
買
い
物

や
掃
除
な
ど
も
お
願
い
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

老
人
福
祉
員
さ
ん
は
、
ヘ
ル

パ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
買
い
物
や
掃
除
等
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
但
し
、
相
談
さ
れ
れ
ば
、

老
人
福
祉
員
さ
ん
か
ら
高
齢
サ

ポ
ー
ト
等
の
専
門
機
関
を
紹
介

す
る
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
し

て
い
だ
だ
け
ま
す
。

Ｑ 

相
談
や
訪
問
に
お
金
は
か
か
る

の
で
し
ょ
う
か
？
ど
の
く
ら
い

の
回
数
家
に
来
て
も
ら
え
る
の

で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

お
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
訪
問

な
ど
の
回
数
は
、
老
人
福
祉
員

さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ 

老
人
福
祉
員
さ
ん
に
相
談
し
た

こ
と
は
、
個
人
情
報
と
し
て
守

ら
れ
ま
す
か
？

Ａ 

老
人
福
祉
員
さ
ん
は
「
老
人
福

祉
員
証
」
を
携
帯
さ
れ
て
お

り
、
活
動
で
知
っ
た
個
人
情
報

に
関
す
る
情
報
を
他
に
は
漏
ら

さ
な
い
と
い
う
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
老
人
福
祉
員
は
、

地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

方
が
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
老
人
福
祉
員
に
つ

い
て
は
、
支
援
課
・
支
援
保
護
課

（
◯伏
☎
611
・
２
３
９
２
◯深
☎
642
・

３
５
７
４
◯醍
☎
571
・
６
３
７
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

6
月
4
日
、
平
成
25
年
市
民
憲
章
推
進

者
の
市
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伏
見
区
か
ら
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
、
美
化
活
動
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
環
境
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
の
実
践
、
青
少
年
の
健

全
育
成
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
48
名
3
団
体
の
方
々
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
「
醍
醐
地
域
に
お

け
る
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
を
推
進
す
る
会
（
村
井
信
夫

会
長
）
」
が
設
立
さ
れ
、
5
月
16

日
に
第
1
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
組
織
は
、
醍
醐
10
校
区
の

自
治
組
織
や
少
年
補
導
委
員
会
を

は
じ
め
、
山
科
警
察
署
、
醍
醐
地

域
の
小
中
学
校
、
さ
ら
に
は
地
元

の
商
業
施
設
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

　

老
人
福
祉
員
制
度
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

48
年
に
創
設
さ
れ
た
京
都
市
独
自

の
制
度
で
す
。

　

各
学
区
の
民
生
児
童
委
員
協
議

会
の
推
薦
に
基
づ
き
、
市
長
か
ら

委
嘱
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
72
名
の
増
員
を
行

い
、
現
在
伏
見
区
管
内
で
は
、
合

計
242
名
（
本
所
121
名
・
深
草
69
名
・

醍
醐
52
名
）
の
老
人
福
祉
員
の
方

に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

辨
官
悦
子 

（
向
島
南
）

小
林
和
子 

（
向
島
南
）

冨
永
萬
壽
子 

（
向
島
南
）

川
端
雅
治 

（
向
島
南
）

北
村
正
則 

（
向
島
南
）

髙
田
悦
子 （
向
島
二
ノ
丸
）

丸
木
透 

（
向
島
藤
ノ
木
）

田
悦
子 

（
淀
）

𠮷
田
静
夫 

（
淀
）

中
路
幸
子 

（
淀
）

奥
田
猛 

（
淀
南
）

安
威
松
子 

（
淀
南
）

馬
場
千
代
子 

（
淀
南
）

岩
田
清
和 

（
小
栗
栖
）

原
田
郁
生 

（
小
栗
栖
）

河
合
美
智
惠 

（
池
田
東
）

中
村
靖
史 

（
池
田
東
）

西
浪
子 

（
日
野
）

岸
本
孝
子 

（
日
野
）

志
村
由
美
子 
（
醍
醐
西
）

𠮷
田
昌
功 
（
北
醍
醐
）

団
体
３
団
体

※（ 

）内
は
学
区

京
都
市
立
伏
見
工
業
高
等

学
校 

（
砂
川
）

学
校
法
人
龍
谷
大
学

下
三
栖
青
年
会 （
横
大
路
）

 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

市
民
憲
章
推
進
者
市
長
表
彰

醍
醐
地
域「
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
会
」設
立

　

怖
い
も
の
の
た
と
え
で
「
地

震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
」
と
い

う
諺

こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
諺

こ
と
わ
ざ

の
一
つ
の
火
事
が
発
生

し
た
と
き
、
頼
り
に
な
る
の
が
消

火
器
で
す
が
、
永
久
的
に
使
用
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
い
消
火
器
は
危
険
!?

　

古
い
消
火
器
は
、
破
裂
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
十
数
年
前
か

ら
置
い
て
あ
っ
た
消
火
器
を
廃
棄

す
る
た
め
、
薬
剤
を
放
射
し
、
使

い
切
ろ
う
と
し
て
、
レ
バ
ー
を
引

い
た
と
こ
ろ
、
底
部
分
が
破
裂
。

跳
ね
上
が
っ
た
消
火
器
が
下
あ
ご

　平成25年7月21日執行の参議院議員通常選挙では、
次の投票所の場所や名称が変更になります。
　お間違えのないよう、ご注意ください。

◆投票所の場所の変更◆
○第11投票所
旧伏見保健所改進分室から「第二児童福祉セ
ンター」（深草加賀屋敷町24-26）に変更
〔投票区域〕
竹　田　 醍醐田町、狩賀町、松林町、田中宮

町、泓ノ川町、藁屋町、鳥羽殿町
下鳥羽　芹川町
深　草　 泓ノ壺町の一部（101番地の区域を

除く。）善導寺町、加賀屋敷町
○第37投票所
桃山東公会堂から「桃山東文化ホール」（桃
山町西町15）に変更
〔投票区域〕
桃山町　 根来、丹後の一部（山科川以北の区

域）、美濃、駿河、新町、和泉、大
津町、西町、東町、見附町、中島
町、遠山、町並、西尾、安芸山、因
幡、日向、山ノ下、伊庭

桃　山　紅雪町

◆投票所の名称の変更◆
○第50投票所
伏見区役所神川出張所から「久我自治連合
会館（旧伏見区役所神川出張所）」に変更
※投票所の場所は変更ありません。
〔投票区域〕
久　我　石原町、本町、御旅町
◆期日前投票所の場所の変更◆
○伏見区役所神川出張所
新住所：久我東町216番地　久我の杜セン
ター棟1階
※平成25年5月7日に上記場所に移転したため。
※旧神川出張所では、期日前投票は行いませんのでご注意ください。

問合せ  ☎03-5829-
6773、FAX 03-5829-
6774
受付時間9時～17時（た
だし、土日祝日、休日及
び12時～13時を除く）

問合せ伏見区選挙管理委員会事務局（☎611-1295）

平
成
25
年
度

夏
の
交
通
事
故
防
止
市
民
運
動

7
月
21
日（
日
）〜
8
月
20
日（
火
）

京
の
夏
　
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
で
　
事
故
防
止

投票所変更のお知らせ

老
人
福
祉
員
制
度

〜
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

の
身
近
な
見
守
り
支
援
活
動
〜

消火器リサイクル推進センター

　はがき又はFAX（611-4716）に作品三句以内と住所、氏名（又

はペンネーム）、ふりがな、年齢をご記入の上、〒612-8511（住
所不要） 伏見区役所地域力推進室企画担当 ｢伏見川柳｣ 係まで。
※未発表の作品に限ります。紙面の感想もぜひお寄せください。

　締め切り8月1日（木）(消印有効)。

【特選句には記念品を差し上げます】

今
回
の
テ
ー
マ「
器
」 

峯　

裕
見
子　

選

次回の題は
「そわそわ」です。
（10月15日号掲載
予定）

月
曜
の
朝
は
食
器
が
よ
く
喋
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

俊
美

京
料
理
器
で
食
べ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　
　

千　
　

鶴

器
も
つ
そ
の
手
孫
の
手
小
さ
な
手　
　
　
　
　
　
　
　

市
坪
美
鶴

願
い
こ
め
か
わ
ら
け
乱
舞
高
雄
山　
　
　
　
　
　
　
　

柱
本
千
鶴

病
む
妻
の
器
も
並
べ
独
り
言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下
勝
之

断
捨
離
と
決
め
た
器
を
ま
た
仕
舞
う　
　
　
　
　
　
　

藤
井
陽
子

欲
望
を
満
た
す
器
は
小
さ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
公
子

推
さ
な
い
で
そ
ん
な
器
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん　
　
　
　
　

元
山
林
太
郎

地
球
と
い
う
大
き
な
器
に
育
ま
れ　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
民
子

い
つ
か
ま
た
土
に
還
っ
て
い
く
器　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
真
由
美

〈
特
選

〉

よ
う
も
っ
た
夫
婦
茶
碗
も
我
々
も　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
郁
夫

（
評
）

　

林
さ
ん
、
週
の
始
ま
り
の
気
分
を
器
に
託
し
実
感
を
よ
く
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
の
句
は
、
作
者
自
身
の
死
生
観
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

特
選
・
青
山
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
結
婚
生
活
を
乗
り
越
え
て
き

た
二
人
。
さ
ら
り
と
気
負
わ
ぬ
言
い
回
し
に
深
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
掲
載
作
品
に
は
、
一
部
選
者
に
よ
り
表
記
等
の
訂
正
・
添
削
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

7月は「愛の血液助け合い運動」
月間です。献血にご協力を！
　毎年夏季は、長期休暇などにより学校
や企業、団体などからの献血への協力が
得にくく、一時的に献血者が減少するこ
とがあります。しかしながら、輸血用血
液は、年間を通じて安定的に確保するこ
とが大切です。
　献血へのご理解とご協力をお願いしま
す。

日　時 会　場

7/24（水）13時30分～ 15時30分 北醍醐集会所

8/8（木）13時30分～ 15時30分 京都南西病院

問合せ健康づくり推進課（◯伏☎611-116
1）、献血ルーム伏見大手筋（フリーダイ
ヤル0120-731-350）

胸部（結核・肺がん）検診・大腸が
ん検診
実施日 会　場

7月
25（木）北醍醐小学校
26（金）神川小学校
30（火）伏見南浜小学校

8月 1（木）春日野小学校
8（木）向島藤の木小学校

受付14時～15時30分(車でのご来場はご
遠慮ください。)
対象結核検診：15歳以上、肺がん・大腸
がん検診：40歳以上費用胸部検診は無料、
喀痰検査は1000円、大腸がん検診は300
円問合せ健康づくり推進課成人保健・医
療担当（◯伏☎611-1162）

美ママ☆になろう!!
～親子でおいでよ「健診」～
　①青年期健診を受けよ
う日時8月8日（木）、22
日（木）のいずれか8時
30分～10時30分②知って
おきたい自分の体～医師・栄養士より～
日時9月2日（月）14時～15時30分
③【講話】女性が気をつけたい病気って？
【運動】疲れをとって元気になろう！リ
ラックスして行うスペシャルプログラム
日時9月18日（水）13時30分～15時30分
〈①②③共通〉会場醍醐総合庁舎3階会議
室対象今年18歳～39歳の女性の方定員20
名（先着順）費用①のみ500円持ち物タオ
ル・飲み物・子どもさんの外出時に持っ
ていく物（おむつ、おもちゃ等）服装③は
運動実技のため動きやすい服装申込み7
月22日（月）より電話又は来所にて受付
問合せ健康づくり推進室（◯醍☎571-6748）

スリムサポートかなえ隊主催
｢伏見げんき広場｣「神川げんき広場」
がスタート
　伏見保健センターの
「京都市健康づくりサ
ポーター養成講座」の
卒業生たちが、あなたの健康づくりを応
援します！
日時伏見げんき広場：毎週水曜10時～11
時、神川げんき広場：毎週木曜10時～10
時30分（お盆及び年末年始はお休み）会場

伏見げんき広場：伏見区総合庁舎１階
ホール（又は2階保健センター講堂）、
神川げんき広場：ケアハウス久我の杜
内容メタボ予防と美容に効果的なリズム
体操・小顔エクササイズ、健康ミニ講話
（神川げんき広場では健康ミニ講話は実
施しておりません。）費用無料参加方法ご
予約は不要で、運動制限のない方でした
ら、どなたでも参加できます。直接会場
へお越しください。みんなで楽しく体を
動かしましょう。問合せ健康づくり推進
課成人保健・医療担当(◯伏☎611-1162)

禁煙チャレンジャーの集い
　「禁煙したい人」「禁煙
させたい家族がいる人」
「禁煙を継続したい人」が、
集う場です。『伏見禁煙サ
ポーター』の成功体験と、
禁煙支援専門家からのアドバイスが聞け
ます！
【参加特典】禁煙体験談集プレゼント！タ
バコ検査が無料でできます！
日時8月5日、9月2日、10月7日、11
月11日、12月2日、1月6日、2月3日、
3月3日（いずれも月曜日、10時～12時）
会場伏見区総合庁舎2階　衛生教育室
対象伏見区民申込み不要費用無料
問合せ健康づくり推進課(◯伏☎611-1162、
メールfushimi-kenko@city.kyoto.jp）

表彰を受けられた皆様

第11投票所

第37投票所

第50投票所


